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認知症になっても
理髪店で働きたい

綾部市役所 高齢者支援課

梅原 奈緒

綾部市について

•京都府中央北寄りに位置する
田園都市

•人口

３２，１５４人（R４年５月）

•高齢化率

３７．９％（R４年５月）
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綾部市の将来人口と高齢化率
• 高齢者は平成２８年度の１２，５９７人をピークに減少傾向。

• 令和２２年度には、９，８３２人まで減少する見込み。高齢化率４０．９％
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圏域ごとの高齢化率
圏域名 中学校区

東部圏域 奥上林、中上林、口上林、山家

中部圏域 東八田、西八田、吉美、綾部、中筋

西部圏域 豊里、物部、志賀郷
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• 認定者数は増加傾向と見込んでおり、令和５年には２，５４７
人。

• 令和２２年度の認定率は、２３．２％
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綾部市の認知症初期集中支援チーム

• 平成２８年から事業実施。

• 愛称「あがりと」（綾部の方言で「座敷の上り口」の意味）

• チーム員

• 現在新型コロナの影響により、チーム員の訪問活動に制限があるた
め、市事務局（保健師、社会福祉士）が代行訪問を実施。

• １回/月のチーム員会議（オンライン）でのケース検討にて、専門職
より助言を受けている。

職種 人数

認知症サポート医 ５名

認知症看護認定看護師 １名

作業療法士 １名

介護福祉士（リンクワーカー） ２名
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認知症になっても理髪店を続けたい

<対象者情報>

• A氏 ８０歳代前半 男性

• 認知症自立度：Ⅱｂ

• 既往歴：高血圧、糖尿病

• 診断名：アルツハイマー型認知症

• 家族構成：妻と二人暮らし

近隣に娘夫婦在住

＜生活歴＞

•高校卒業後に理容師免許を取得し、他県に理髪店を
夫婦で開業。

•週末は綾部市内、平日は理髪店のある他県で過ごす

生活スタイル。

•出勤は妻が運転をしていたが、妻が半年前に入院。

•その頃よりA氏のもの忘れが目立つようになり、アルツ
ハイマー型認知症と診断された。

アリセプト３ｍｇ処方開始。

•認知症が分かった後も、一人で自宅と職場を行き来し
ている。
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娘からの相談内容

地域包括支援センターに上記相談があり、包括からあがりとへ
相談依頼。

1. 薬の自己管理ができていない。

2. 理髪店のある他県に頻繁に泊っているので、
生活状況が把握できない。

3. 仕事を引退し、生活習慣を立て直してほし
い。

4. でも、仕事を引退すると認知症が進行するの
ではないかと不安。

実際の支援
•認知症リンクワーカー、認知症看護認定看護師のペア
で対応。

•実際にA氏が働いている理髪店へ訪問する中で、A氏の
生活状況や思いを確認した。

綾部市

約３０分
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訪問や聞き取りから分かったこと

• 日常会話は可能だが、同じ内容の話を繰り返す場面があった。

• 日常生活は自立。服薬管理は曖昧な状況。

• 調理は可能だが、偏食。

• 仕事環境について、理髪店の建物や器具は整頓されていた。

• A氏の発言

来てくれるお客さんがいる間は仕事を辞められない。

辞めたら何もなくなる。孫にお金をあげたい。

チームの介入方針

お客さんや孫のために、介護サービスを利用しながら健康状態を

維持し、理髪店で働き続けられるように支援する。

A氏の理容師への誇りや、家族への役割意識（お金を稼ぎ、孫にあげる）と

いった思いを大切に、支援を検討。

＜支援３本柱＞

① 可能な限り仕事を安全に行える環境づくり

② 理髪店で働き続けられるよう、健康状態の維持

③ 家族支援
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①可能な限り仕事を安全に行える環境づくり

• 綾部市内とA氏の仕事場に近い他県の地域包括支援センター間で
連携

• 民生委員の見守り体制

• SOSネットワーク事業への登録

• 本人が乗車されるタクシー会社の運転手や、仕事場の近くの交番
などへ情報共有

見守り体制の構築
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②健康状態の維持

• 内服管理や食事管理の方法や手段について検討、提案。

→現地の地域包括、居宅介護支援事業所と連携し、

訪問看護や訪問介護事業所の利用を検討。

• あがりとチーム員や訪問看護師が理髪店へ訪問し、生活状況等
の評価。

現地の支援者と協力
し、

本人の生活を支援

③家族支援
• 娘の不安について傾聴。

→娘自身が多くのことに対応することが難しい面があり、

パニックになることが度々見受けられた。

• 受診時の家族の付き添いや対応が難しいため、理髪店近くの医
療機関や薬局へ変更することを提案。

• チーム員が訪問する中で、A氏の妻も認知機能の低下や精神面
の不調を感じる点があり、医療機関受診を勧めた。

結果、妻はMCIの診断となった。

• 妻への支援として、介護サービスを提案。

通所系サービスの利用につながった。
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支援結果①

•生活基盤となっている他県の居宅介護支援事業所の
ケアマネジャーが担当。

•訪問看護の利用開始。

訪問看護利用後は内服管理が確実となった。

•受診は本人の希望で市内医療機関を継続受診。

•内服処方は他県の薬局で処方。

初回面談シートを活用して
関係者へ引継ぎ

支援結果②

•娘は物事の決定がしにくく、思い込みも強いタイプ。

娘の相談窓口は関係性のできている綾部市内の包括が継
続。

他県の担当ケアマネと連携して対応。

• A氏が介護サービスの利用を受け入れたことで、

家族の不安感は軽減。
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事例を通じて・・・

• A氏の

などを

知ることが、本人や家族のニーズに応える支援体制の構築

につながった。

役割思い 価値観

A氏の滞在している地域がどのような土地柄なのか、どのように

過ごしているのかは、市内の支援者だけでは把握が困難。

その地域の関係者と連携する中で、本人の生活実態が見えてき

た。

その人のいる
地域を知ること

その人に関わる人
たちと連携すること


